
                                                      

     

 

 

 

                                                     

 

 

 

 今週は、２－１、３－２が学級閉鎖になる中で、感染予防対策をしっかりしようと心がけて

生活しました。日程の変更や遅刻、早退、欠席が多かった週で、落ち着かなかったというのも

原因の一つかもしれません。けれども、そういう理由ではなく、単に自分のハードルを下げて

いるのではないかと感じることもあり、いくつかの注意を促したところです。たとえば、 

 

 ▲ 5 問テストなどに向けた勉強をしていない状態でテストを受ける。 

 ▲ 今日の朝は学年集会の予定。日程の連絡は前日からされているのに、全く把握できておら

ず、1 時間目の準備をしようとしている。また、気づいていても声がけをしない。声をかけられな

いと動かない。 

 ▲ グループで話し合ったことなのに、決まったことを共有していない。 

 

上のようなことを例に出して「自分から」行動するのが「中学生」だという話をしました。

その後の行動は素晴らしい！教科担任の先生からも、お褒めの言葉をいただきました。また、

私が見つけただけでも、たくさんの「先を見た」「自分から」の行動がありました。 

 

◎ 自主学習で、小テストの勉強をしてきた人がたくさんいます。 

◎ 集配係さん、2 時間目の学習内容を考えて、朝提出した自学ノートが必要なこと

に気づき、返却してくれていました。 

◎ 用具を準備してチャイムチャイム着席！ばっちりできていました。 

◎ 卓球部部長の醍也くん、月曜日の部活動の日程を昼休みに聞きに来ていました。 

◎ 珠生さん、美羚さん、女子トイレが汚いことに気づき、片付けてくれました。給

食前の時間です。いやな気持ちもあったでしょうに、みんなのために頑張ってく

れました。 

 

 皆さん一人一人は、とてもすごい力を持っている、本当にすごい人達です。けれども、人間

は、良くも悪くも慣れる生き物です。ハードルを下げれば、どんどん下がり続けます。できる

ことのレベルを下げない。これが、「当たり前を当たり前にする」ということです。今後の皆さ

んの活動と成長を、期待しています。 

9月13日（火）に予定されている「ことりっぷ」の約束と持ち物を、学年総会で決

定しました。詳しくは近くなったらお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯豊中学校第１学年通信 ＮＯ．２０ 

 Ｒ４．８．２６（金） 

文責 : 八木 千佳 

お小遣いの 1，300 円は、

学年集金の中から支出し

ます。 



 

 


